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へ一一

ー
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
！

よ

本
会
で
は
、
昭
和
五
十
年
以
来
、
設

一
立
五
年
毎
の
節
目
を
記
念
し
、
遺
族
か

一
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
｜
作
文

・
詩
歌
等
を

一
と
り
ま
と
め
「
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
」

一
と
し
て
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

一
回、

三
十
周
年
を
迎
え
制
作
い
た
し
ま

一
し
た
第
六
集
に
は
、
五
十
六
作
品
（
奨

一
学
生
二
十
九
点
・
卒
業
生
十
三
点

・
母

一
親
十
四
点
）
を
お
お
よ
そ
の
内
容
に
よ

行
ご
一
り
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
タ

イ
ト
ル
は
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
題
名
か

ら
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の

一
つ、

社
会
人
と
し
て
自
立
し
た
遺
児
が
十
五

年
前
に
お
き
た
事
故
を
振
り
返
り
、
今

で
も
ど
こ
か
で
生
き
て
い
る
と
信
じ
て

や
ま
な
い
父
親
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
三

重
県

・
岩
佐
昌
幸
さ
ん
の
作
品
『
い
つ

か
逢
お
う
よ
、
父
ち
ゃ
ん
』
が
書
名
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
会
奨
学
生
の
事
故
当
時
の

年
齢
を
見
て
み
ま
す
と
、
約
三
分
の
こ

の
子
供
た
ち
が
小
学
校
以
下
の
幼
い
頃

に
父
親
を
亡
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
従

だム一品英育( 1 ) 

発
刊

って、自分の父親の顔や声を全く

知らない子供たちも少なくありま

せん。本書にはそういった子供た

ちの想いや記憶の片隅に残る父親

とのわずかな思い出、一家の大黒

柱を失いながらも懸命に育ててき

てくれた母親の姿、また、突然愛

する人を亡くした妻達の心情等が

リアルに書き綴られております。

なお、作品の最後には、〈私た

ち応援しています〉として、歌手

の鳥羽一郎さん、北見恭子さん、

俳優の木之

元売さんか

ら暖かい励

ましの言葉

が寄せられ

ています。

ぜひ、多

くの皆様に

ご一諸肌いた

だき、数値

では図りし

れない遺族
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、成 ん成大和の和て和 一
ぃ七お、 二 き六光五も五 覧
っき父 きく十る十ら十
し ち な年汗五ぃ年
ょや つ）また）

にんた か
帰 買 よ つ
ろ つ 色＝＝ た

』つ- て
』＝

島＝＝
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※
最
寄
り
の
書
店
で
も
ご
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。

（定
価

一
二

O
O円
・
税
別
）

の
苦
し
み

・
悲
し
み
を
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
場

を
お
か
り
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

産経新聞

「福祉の船J

毎
年
、
夏
休
み
に
ふ
れ
あ
い
の
旅
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
産
経
新
聞
「
福
祉
の

船
」
（
産
経
新
聞
社
及
び
社
会
福
祉
法

人
産
経
新
聞
・
大
阪
新
聞
厚
生
文
化
事

業
団
、
各
県
産
経
新
聞
販
売
店
主
催
）

が
、
八
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
産
経
新
聞
「
福
祉
の
船
」
は
、

交
通
事
故
や
海
難
事
故
等
で
親
を
亡
く

し
た
子
供
達
を
励
ま
そ
う
と
始
め
ら
れ

た
福
祉
事
業
で
、
東
日
本
在
住
の
小
学

校
六
年
生
の
子
供
達
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
三
回
目
と
な
る
今
年
は
、

一
都

十
三
県
か
ら
七
十
二
名
が
招
待
さ
れ
、

『夢
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
」
を
メ
イ

ン
テ

l
マ
に
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
の
遊
園
、
産
経
新
聞
浦
安
セ
ン
タ

ー
や
羽
田
・

J
A
S
機
体
整
備
工
場
の

見
学
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

4gEレ
乳
九
。

本
会
か
ら
は
ニ
組
の
親
子
が
参
加
さ

れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
を
た

く
さ
ん
持
ち
帰
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

後
楽
し
か
っ
た
ふ
く
し
の
ふ
ね
後

旅
行
の
初
日
は
、
産
経
新
聞
社
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
新
聞
を
作
る
た
め
に

は
苦
労
を
重
ね
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
カ
ラ

l
新
聞
は
四
つ
の
色
を

使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

夜
は
ベ
イ
ホ
テ
ル
に
と
ま
り
ま
し

た
。
夕
食
は
、
か
ん
げ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

の
ほ
か
に
、
ク
イ
ズ
、
え
ん
芸
大
会
も

し
て
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
へ

や
は
、
八
五
二
ご
う
し
つ
で
オ
フ
ロ
に

も
入
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
に
こ
か

い
だ
て
パ
ス
に
の
り
、
次
に
シ
ン
デ
レ

ラ
城
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア

l
に
行
き
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
ほ

か
に
は
ス
ペ
ー
ス
ジ
ェ
ッ
ト
、
ス
プ
ラ

山
寸
小
川

w
d
A
Yぬ
い春
日部

196hげ徳
川
点
、q
ay私
一W

岩
手
県
九
戸
郡
種
市
町

中
野
小
学
校
六
年

向
折
戸

隆

介

漁船海難遺児 ⑨再生紙使用

ッ
シ
ユ

マ
ウ
ン
テ
ン
に
の
り
ま
し
た。

そ
し
て
夜
に
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
パ
レ
ー
ド

を
見
ま
し
た
。

最
終
日
、
飛
行
機
の
せ
い
び
工
場
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
そ
乙
に
は
、
い
ろ

ん
な
飛
行
機
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
外
を
見
て
い
た
ら
ポ
ケ
モ

ン

や
ミ
ッ

キ
l
の
絵
が
つ
い
た
飛
行
機
も

あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
夢
は
、
世
界
一
の
マ
ッ

サ
ー

ジ
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
人
の
痛
い
と

こ
ろ
を
治
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

山
川
さ
ん
、
キ
ャ
プ
テ
ン
元
気
に
し

て
い
ま
す
か
。
乙
の
ツ
ア

l
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

羽根募金の水色!! 手をの愛

後

整
備
工
場
見
学

級

機
体
整
備
工
場
で
は
ビ
デ
オ
で
レ
イ

ン
ボ
ー
セ
ブ
ン
が
、
完
成
す
る
の
を
み

て
、
飛
行
機
っ
て
こ
う
ゅ
う
ふ
う
に
整

備
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
エ
ン
ジ
ン
の
話
で
は
、
カ
ラ
ス
な

ど
が
エ
ン
ジ
ン
に
入
っ
て
き
て
も
大
じ

よ
う
ぶ
な
よ
う
に
、
エ
ン
ジ
ン
の
羽
が

ほ
う
ち
ょ
う
み
た
い
に
す
る
ど
く
な
っ

て
い
る
と
、
こ
ん
ど
う
さ
ん
が
お
し
え

て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
鳥
を
き
ざ
ん
で
し
ま
う
と

い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
市
さ
ん
こ
く
な
話

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
ん
ど
う
さ
ん

が
テ
レ
ビ
に
出
た
と
い
う
の
で
、
テ
レ

福
島
県
い
わ
き
市

小
名
浜
第
二
小
学
校
六
年

吉

田

一

之

ビ
に
出
た
と
き
の
ビ
デ
オ
を
み
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

休
け
い
を
し
て
か
ら
か
べ
を
み
る
と
、

げ
い
の
う
人
の
サ
イ
ン
と
写
真
が
か
ざ

つ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、
屋

上
に
行
っ
て
飛
行
機
が
ど
ん
ど
ん
飛
ん

で
行
く
の
が
み
え
て
「
す
ご
い
な
あ
」

と
み
て
い
る
と
、
高
い
所
は
こ
わ
い
け

ど、

一
度
飛
行
機
に
乗
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
工
場
で
整

備
中
の
飛
行
機
の
中
で
写
真
を
と
っ
て

も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
い
つ
か
ス
タ
ッ
フ
の
人
と
会
え
る
と

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
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青
森
県
下
北
地
域
の
十
漁
協
女
性
部

で
構
成
す
る

A
M
L
S
協
議
会
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
マ
リ

l
ン

・
レ
デ
ィ
ス
・
下

北
会
長
葛
西
恭
子
）
は
、
六
月
九

日
（
土
）
、
む
つ
市
の
下
北
文
化
会
館

で
結
成
十
周
年
記
念
海
難
遺
児
募
金
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

と当よだム一A英育
fヘ、

漁
協
共
済
推
進
表
彰
大
会

( 2) 

去
る
七
月
十
一
日
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
l
タ
一
一
（
千
代
田
区
紀
尾
井
町
）
に

お
い
て
、
「
漁
協
の
共
済
創
設
五
十
周

年
記
念
・
漁
協
共
済
推
進
表
彰
大
会
」

（
共
水
連
・
漁
済
連
主
催
）
が
全
国
各

地
よ
り
約
五

O
O名
を
集
め
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
内
ロ
ビ
ー
で
は
、
俳
優
・
木
之

元
亮
さ
ん
と
本
会
職
員
に
よ
る
募
金
活

動
を
行
い
、
木
之
元
さ
ん
の
さ
わ
や
か

な
笑
顔
と
呼
び
か
け
に
、
来
場
さ
れ
た

多
く
の
方
々
よ
り
募
金
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
会
員
手
哨
つ
く
り
の
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
を
販
売
し
、
そ
の
売
り

上
げ
を
海
難
遺
児
の
た
め
に
寄
付
し
て

き
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ー
で
は
、
各
女

性
部
が
歌
と
踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
盛
大
に
披
露
す
る
と
と
も
に
、
会
場

入
口
で
募
金
活
動
を
行
い
、
約
四

0
0

名
の
来
場
者
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

土
A

ア
し
4

～。

関
係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

企小田野沢漁協女性部の皆さんによる「しあわせ音頭J

第
九
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

締
め
切
り
迫
る
／

本
会
育
英
事
業
が
よ
り
多
く
の
方
の

ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
「
第
九
回

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
『
海
と
子
供
』

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
本
会
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
票
が
必
要
な

方
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
様
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

＊
テ
l
マ

『
海
と
子
供
た
ち
』
を
主
題
に
し
た

も
の

＊
応
募
資
格

水
産
団
体
等
に
所
属
し
て
い
る
人
及

び
そ
の
家
族

＊
サ
イ
ズ

プ
リ
ン
ト

（
カ
ラ

l
及
、び
白
黒
、
キ
ャ
ビ
ネ
判

j
四
つ
切
り
）

ス
ラ
イ
ド

（三
十
五
ミ
リ
判
i
六
×
九
判
）

＊
応
募
締
め
切
り

平
成
十
三
年
十
月
三
十

一
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効

企来場者に声をかける木之元さん

＊

発

表

入
賞
・
入
選
者
に
は
、
平
成
十
四
年

一
月
中
旬
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る

ほ
か
、
本
紙
「
育
英
会
だ
よ
り
」
等

で
発
表

＊
賞
お
よ
び
副
賞

・
最
優
秀
賞

賞
状
・
副
賞
（
五
万
円
相
当
）

．
優
秀
賞

賞
状

・
副
賞
（
三
万
円
相
当
）

．
入
選

名
二
名

賞
状

・
副
賞
（

一
万
円
相
当
）
若
干
名

・
参
加
賞

記

念

品

応

募

者

全

員

（
副
賞
は
、
商
品
券
と
し
ま
す
。）

＊
そ
の
他
の
注
意
事
項

①
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

②
作
品
の
返
却
は
ス
ラ
イ
ド
の
み
と

し
、
返
信
用
封
筒
・
切
手
貼
付
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
入
賞
・
入
選
作
品
の
版
権
は
本
会
に

帰
属
し
、
広
報
用
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
に
よ
る
作

品
の
ご
応
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ネ

ガ
の
取
り
扱
い
上
、
ご
遠
慮
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
度

第
二
回
理
事
会
開
催

去
る
九
月
十
八
日
、
平
成
十
三
年
度

第
二
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十

四
年
度
日
本
財
団
助
成
金
交
付
申
請
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
嘗
摩
栄

一
氏

（
新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
会
長
）
、

三
谷
勝
次
氏

（三
重
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
、
小
川
佐
右
ヱ
門
氏
（
福
井
県
信

用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
、
渋
井
信
和
氏
（
全
国
都
道
府
県

教
育
委
員
会
連
合
会
事
務
局
長
）
及
び

佐
藤
明
氏
（
全
日
本
海
員
組
合
水
産
部

副
部
長
）
の
五
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
奨
学
金
貸
与
金
の
一
部
滞
納

者
に
つ
い
て
理
事
会
で
報
告
さ
れ
、
検

討
の
結
果
、
事
情
を
詳
し
く
把
握
し
て

い
る
都
道
府
県
の
漁
連
、
信
漁
連
及
び

各
単
協
の
協
力
を
得
て
滞
納
金
の
回
収

に
努
め
る
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

名～
。

寄
付

本
会
の
育
英
資
金
は
、
多
く
の
善
意
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
基
金
を

つ
く
り
、
そ
の
運
用
益
で
賄
っ
て
お
り
ま

す
。
基
金
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
た

め
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

〈
送
金
方
法
v

郵
便
局
及
び
本
会
の
指
定
す
る
金
融
機

関
に
お
振
込
み
の
際
、
本
会
の
振
込
用

紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
振
込
手

数
料
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
れ
ば
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
郵
便
掻
替
口
座
v

－
口
座
番
号

0
0
一
五
O
｜
七
｜

一一一一一一

七
五

．
口
座
名
義

財
団
法
人

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

ま
た
、
高
校

・
大
学
等
奨
学
生
に
貸
与

す
る
奨
学
金
を
あ
る
期
間
、
定
期
的
に

ご
支
援
い
た
だ
く
、
「
励
ま
し
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
の
ご
加
入
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
度

第
二
回
選
考
委
員
会

去
る
平
成
十
三
年
七
月
二
十
七
日
、

平
成
十
三
年
度
第
二
回
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
『第
二
回
奨
学
生
出
願
者

（
平
成
十
三
年
七
月
十
五
日
締
切
り
）

の
選
考
』
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
幼
稚
園

・
小
中
高
等
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
一
五
名
、
大

学
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
二
名
、
合
計

十
七
名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平

成
十
三
年
九
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
。

。
題
材
は
自
由
で
す
。
最
近
の
出
来
事
や
、

詩
、
随
筆
、
奨
学
生
へ
の
励
ま
し
、
「
育

英
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
は
八
百
字
以
内
で
、
顔
写
真
を
添

え
て
本
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

。
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
0

0
原
稿
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

O
掲
載
の
方
に
は
、
図
書
券
を
贈
呈
し
ま

す
。

羽根募金

お
問
い
合
わ
せ
先

水色 の

干

一
O
一
1
0
0四
七

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二
｜
二
｜

一

鎌
倉
河
岸
ビ
ル
内

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

愛 !! 

財
団
法
人

手を

T
E
L
 O
三
｜
三
二
五
六
l
一
九
八
一

（
午
前
尤
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

O
三
｜
三
二
五
六
｜
一

九
八
二

（二
十
四
時
間
受
付
）

F
A
X
 

の漁船海難遺児に

＊
専
門
学
校
の
推
薦
を
も
ら
お
う
と
頑

張
つ
で
い
ま
す
。

（
青
森
県
高
三
田
中
弓
美
）

＊
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
二
年
間
、
一
生
懸
命
自
分
の
夢
に
向

か
っ

て
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
宮
城
県
専
一
阿
部
浩
幸
）

＊
夏
休
み
の
課
題
大
変
だ
け
ど
が
ん
ば

っ
て
ま
す
。

（
石
川
県
専
一
伊
藤
真
一
郎
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
E
干
八
仏
H
闘
用

4
人
－
冶
唄
間
同
省
民
・
人
）



第 101号

＊
先
日
は
す
ば
ら
し
い
文
集
を
お
送
り

下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
す
（
弘
平
）
主
人
が
亡
く

な
っ
た
年
が
二
十
周
年
で
し
た
の
で
つ

い
思
い
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

も
皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ
り
、
よ
り
良

い
文
集
が
出
来
上
が
っ
た
事
を
心
か
ら

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
痛
ま
し
い

海
難
事
故
が
な
く
な
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

平成13年10月l日

（
埼
玉
県
手
島
よ
志
）

A
7

＊
こ
の
度
は
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文

一
集
「
い
つ
か
逢
お
う
よ
、
父
ち

ゃ
ん
』

一
を
お
送
り
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

一
ま
す
。
健
気
な
遺
児
の
方
々
、
そ
し
て

一
夫
を
亡
く
し
た
奥
さ
ん
達
の
元
気
な
明

一
る
い

生
活

・
悲
し
さ
を
乗
り
越
え
て

一
日
々
を
努
め
て
素
直
に
生
き
る
赤
裸
々

一
な
姿
の
文
集
で
し
た
。
そ
の
強
さ
に
読

よだム一品

、
以
前
「
水
色
の
羽
根
を
知
っ
て
い
ま

す
か
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
こ

と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
育
英
会
の

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
の
父
も
、
交

通
機
関
で
は
あ
り
ま
す
が
、

三
十
余
年

の
船
員
生
活
を
送
り
、
八
十
才
の
生
涯

を
閉
じ
ま
し
た
。

海
に
係
っ
て
い
る
者
は
、
家
族
で
あ

っ
て
も
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
叶

わ
ず
、
日
曜
日
も
父
は
不
在
と
い
う
情

景
は、

共
通
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

従
っ
て
、
海
難
遺
児
の
皆
様
の
ご
苦
労
、

淋
し
さ
は
、
私
な
り
に
少
し
は
理
解
、

共
感
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

送
ら
れ
て
来
る
「
育
英
会

だ
よ
り
」
の
文
章
か
ら
、
め
げ
な
い
明

る
さ
に
、
私
の
方
が
元
気
を
も
ら
っ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
若
い
人
は
、
本
当

に
た
く
ま
し
い
で
す
ね
。
頼
も
し
い
で

す
。人
生
、
長
く
生
き
て
い
る
と
自
分
が

英育r、( 3) 

I' 

み
進
む
内
母
に
涙
な
く
て
は
読
め
な
い
文

集
で
し
た
。
日
本
漁
業
を
支
え
る
活
力

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
頭
が
下
が
り

ま
す
。
ど
う
か
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
と
願
わ
ず
に
は
居
れ
ま
せ
ん
。

（
千
葉
県

高
山
和
夫
）

＊
遺
児
と
お
母
さ
ん
の
文
集
う
れ
し
く

読
み
ま
し
た
。
き
び
し
い
世
相
仲
良
く

が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。
幸
せ
を
祈

っ
て

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
千
葉
県
福
田
昌
佳
）

＊
本
日
は
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集

『
い
つ
か
逢
お
う
よ
、
父
ち

ゃ
ん
』

を

ご
恵
送
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
三
十
周
年
を
記
念
に
、
よ
り

一
層
海
難
事
故
の
減
少
と
共
に
育
英
事

業
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し

ま
す
。

（東
京
都

八
木
田
宏
）

＊
設
立
三
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
美
し
い
装
丁

の
活
字
も
大
き
く
大
変
読
み
易
い
立
派

少
し
は
見
え
て
く
る
も
の
で
す
。
お
父

様
が
早
く
亡
く
な
ら
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス

が
少
な
く
自
分
で
頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
分
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
不
束
者

で
す
が
、
反
省
も
込
め
て
、
気
が
つ
い

た
こ
と
を
少
し
書
い
て
み
ま
す
。

小
学
生
時
代
に
は
手
近
な
新
聞
か
ら

読
む
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で

す
。
社
会
を
知
り
、

コ
マ
切
れ
な
が
ら

知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

漢
字
、
国
語
の

力
が
つ
い
て

一
石
二
鳥
、
ラ
ク
ラ
ク
勉

強
法
で
す
。

中

・
高
と
も
な
れ
ば
、
何
か

一
冊
雑

誌
を
取
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
場
合
、
高
校
生
の
頃
か
ら
「
文
塞
春

秋
」
を
読
ん
で
い
ま
し
た
（
私
の
小
遣

い
で
買
え
読
み
ご
た
え
が
あ

っ
た

か

ら）

。
中
で
も
随
筆
は
、
社
会
の

一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
の
文
章
、
シ
ョ

ー
ト
で
す
か
ら
読
み
や
す
か

っ
た
で

な
記
念
文
集
を
お
送
り
下
さ
い
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
目
次
を
拝

見
す
る
だ
け
で
、
遺
児
、
母
の
お
気
持

ち
が
伝
わ

っ
て
参
り
ま
す
。
大
事
に
心

を
込
め
て
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
方
々
に
も
お
読
み
い
た
だ
く
つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。（東
京
都
安
川
糸
子
）

＊
貴
会
設
立
三
十
周
年
記
念
文
集
『
い

つ
か
逢
お
う
よ
、
父
ち
ゃ
ん
』
を
ご
恵

送
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寄
稿
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
元
気
で
明
る
く

前
向
き
に
生
活
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
て
何
よ
り
と
存
じ
ま
し
た
。
貴
会
の

活
動
の

一
層
の
充
実
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

（
神
奈
川
県
大
海
原
宏
）

＊
こ
の
た
び
は

『
い
つ
か
逢
お
う
よ
、

父
ち
ゃ
ん
』
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遺
児
の
中
に

は
、
ま
だ
多
く
の
恵
ま
れ
な
い
人
が
い

す
。
私
の
選
び
方
は
、
や
や
文
学
好
き

の
人
に
向
い
て
い
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ

好
み
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
本

を
探
す
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
君
は

宇
宙
の
本
か
な
、
そ
れ
と
も
サ
イ
エ
ン

ス
。ま
た
、
県
民
性
っ
て
本
当
に
あ
る
と

思
い
ま
す
よ
。
結
婚
し
て
夫
と
暮
ら
し

は
じ
め
た
時
、
私
が
興
味
を
持

っ
た
こ

と
の
な
い
、

「
宇
宙
ど
こ
ま
で
か
」
と

か
「
人
類
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」
と
い

う
本
を
夫
は
買
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

当
初
は
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
が
、
例

え
ば
石
川
県
は
、
加
賀
百
万
石
、
九
谷

焼
、
茶
の
湯
の
世
界
、
そ
し
て
宇
宙
の

本
を
出
し
て
い
る
学
者
も
い
る
と
こ

ろ
、
そ
れ
で
納
得
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
は
、
正
岡
子
規
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
俳
句
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受

賞
者
を
輩
出
し
た
と
こ
ろ
、

一
方
で
は
、

二
宮
忠
八
（
ラ
イ
ト
兄
弟
よ
り
十
二
年

しくる
まのよ
す寄う
。付に
がみ
集え
まま
るす
この
とで
を
祈さ
念ら
L、1:
た多

＊
二
男
が
中
学
時
代
の
思
い
出
作
り
の

修
学
旅
行
に
行
き
ま
す
。
最
初
の
日
は
、

亡
き
父
親
の
生
ま
れ
故
郷
の
函
館
。
夜

景
と
衝
を
し

っ
か
り
見
て
来
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出

一
杯
お
み

や
げ
に
。
元
気
に
楽
し
ん
で
欲
し
い
。

（
北
海
道
斉
藤
冨
美
子
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。
娘
は
大
学
で
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
し
て
、

夏
休
み
で
も
毎
朝
お
に

ぎ
り
を
作

っ
て
頑
張

っ
て
ま
す
。
大
学

生
活
を
有
意
義
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い

ま
す
。

（
北
海
道

大
坂
明
美
）

先
に
飛
行
機
の
飛
ぶ
原
理
を
発
見
し
た
ノ

人
）
の
よ
う
に
発
明
す
る
こ
と
も
好
き

な
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
自
分
は
父

親
似
か
、
母
親
似
か
、
分
析
し
て
み
る

の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

文
集
に
、
父
母
は
絵
が
得
意
で
な
い

の
に
自
分
は
得
意
と
い
う
お
子
さ
ん
が

お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
以
外
と
、
お
じ
、

お
ば
に
強
く
似
て
い
る
も
の
で
す
。
D

N
A
に
パ
ン
ザ
イ
で
す
ね
。

美
容
師
に
聞
く
と
、

小
さ
い
時
か
ら

手
先
が
器
用
だ
っ
た
と
い
い
、
絵
も
得

意
だ
っ
た

と
い
う
人
が
多
い
で
す
。

「何
よ
り
も
、
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手

な
れ
」
を
念
頭
に
お
き
、
自
分
の
将
来

を
見
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
で
は
、
お

元
気
で
、
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

（
神
奈
川
県

南
三
千
代
）、

申
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
始
め
三
泊
四
日
の
青
森
丸
体
験
航

海
を
し
て
、

一
回
り
大
人
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。（
青
森
県
宮
崎
十
枝
子
）

＊
七
月
に
夫
の
三
回
忌
を
終
え
、

ま
だ

ふ
っ
と
帰
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
う
と

き
が
あ
り
ま
す
。
三
年
生
だ
っ
た
息
子

も
来
年
は
中
学
生
に
な
り
夫
に
そ
っ
く

り
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
二
人
の

子
供
も
す
な
お
で
私
の
力
に
な
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
ら
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
及
川
博
美
）

＊
奨
学
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
月
十
三
日
か
ら
お
盆
な
の
で
娘
と
仏

壇
に
お
供
え
物
や
お
花
な
ど
を
あ
げ
、

仏
様
に
早
く
お
家
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い

と
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
息
子
は
車
で

お
墓
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
宮
城
県
鈴
木
み
え
子
）

＊
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
母
子

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
石
川
県
亀
田
順
子
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
は
主
人
の
七
回
忌
で
し
た
。
毎
年
八

月
に
な
る
と
事
故
の
事
を
強
く
思
い
出

し
ま
す
。
あ
の
当
時
上
の
子
が
小
三
、

下
の
子
が
幼
稚
園
で
し
た
。
年
月
の
早

さ
を
感
じ
ま
す
。
（
島
根
県
村
松
順
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
人
が
亡
く
な
っ
て
今
年
で
十
三
回
忌

に
な
り
、

二
歳
と
生
後
二
ヶ
月
だ
っ
た

子
供
達
も
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
周

り
の
方
々
の
お
か
げ
さ
ま
で
、
ま
っ
す

ぐ
な
良
い
子
に
育
ち
ま
し
た
。
私
も
子

供
達
に
負
け
な
い
様
、
頑
張

っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
育
英
会
だ
よ
り
に
は

い
つ
も
励
ま
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

漁船海難遺児に

（
島
根
県
溢
谷
和
美
）

＊
い
つ
古
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
三
年
の
月
日
が

流
れ
ま
し
た
。
最
近
子
供
が
、
得
意
の

チ
ャ

ー
ハ
ン
を
よ
く
作

っ
て
く
れ
ま

す
。
親
子
力
を
あ
わ
せ
が
ん
ば

っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

羽根募金

（
愛
媛
県
潰
岡
幸
子
）

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
男
は

こ
の
夏
休
み

一
日
も
休
み
な
く
補
習
、

部
活
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
二
男
は
高

校
受
験
に
向
け
て
勉
強
中
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
（
長
崎
県
松
永
好
江
）

＊
い
つ
も
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
初
め
て

の
夏
休
み
で
宿
題
に
お
わ
れ
な
が
ら
も

暑
さ
に
負
け
ず
生
活
し
て

い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

の水色!! 手をの愛

（
大
分
県
矢
内
真
致
子
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
学
期
も
元
気
で
学
校
へ
行
く
こ
と
が

出
来
る
の
も
、
育
英
会
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
宮
崎
県

荒
川
和
江
）



第 101号

平
成
十
三
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の

間
に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
やた

い
た

方
々
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

〔
六
月
〕

マ
三
上
恵
里

・
継
続
（
相
市
）

マ
福
田
昌
佳

・
継
続
（
千
葉
市
中
央
区
）

マ
小
野
粛
・
継
続
（
仙
台
市
青
葉
区
）

マ
阿
部
長
柴

・
新
規
（
桃
生
郡
雄
勝
町
）

マ
岸
野
昭
雄
・
継
続
（
日
野
市
）

〔
七
月
〕
マ
新
蔵
敏
彦
・
新
規
（
柏
市
）

マ
宮
原
邦
之
・
新
規
（
新
宿
区
）

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

『申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

一

ご
寄
付
』
の
お
礼

平成13年10月 1日f戸＼

育

英

基

企

よ

『
募
金
・
ご
寄
付
』
の
お
礼

だ

平
成
十
三
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す

れ
＝
る
「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協

一
議
会
（
略
称
・

地
方
協
）

等
で
取
り
扱

一
っ
た
分
で
、
一
般
寄
付
金
を
含
み
ま

一
す
。）

一
〔
六
月
〕

O
静
岡
県
マ
中
島
音
楽
事
務

一
所
マ
丸
清
丸
釣
船
客
御

一
向
。
愛
知
県

一
一
〉
地
方
協

O
兵
庫
県
マ
木
谷
淳
マ
中
村

一
庄
助

O
島
根
県

マ
中
村
徹
｜
香
典
返
し

一一
〉
山
川
哲
｜
香
典
返
し
マ
地
方
協

O
山

一
口
県
マ
荒
川
正
治
マ
下
関
ふ
く
連
盟
会

一
長
山
田
好
章
マ
友
永
峰
靖
マ
古
谷
由
美

子

O
福
岡
県
マ

i
島
漁
業
協
同
組
合
青

壮
年
部

O
長
崎
県
マ
杉
山
勝
美
マ
中
山

良
夫
マ
三
重
ひ
す
い
会
会
長
山
下
定

誕置

ム一品英育( 4) 

〔
七
月
〕

O
北
海
道

マ
兄
輪
会
マ
所
司

柴
田
郎
｜
退
任
に
際
し

O
青
森
県
マ
A

M
L
S
協
議
会

O
静
岡
県
マ
静
岡
葵
調

理
師
会
マ
駿
洲
丸
子
町
人
倶
楽
部
マ
中

央
防
犯
株
式
会
社
マ
用
宗
漁
港
し
ら
す

祭
実
行
委
員
会

O
三
重
県
マ
奥
野
正
孝

マ
浜
島
漁
協
青
壮
年
部
マ
布
施
田
海
女

組
合
マ
船
越
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部

マ
船
越
自
治
会
マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
み
え

桑
名
支
店
マ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
み
え
北
海

道
旅
行
団
マ
地
方
協

O
京
都
府
マ
西
野

仁
司
｜
香
典
返
し

O
和
歌
山
県
マ
地
方

協

O
島
根
県
マ
野
木
正
夫
l
香
典
返
し

。
山
口
県
マ
漁
連
防
府
支
部
売
店
利
用

者
マ
後
藤
浩

O
香
川
県

マ
西
種
信
哉
l

香
典
返
し
。
福
岡
県

マ
地
方
協

O
長
崎

県
マ
岩
村
省
一
郎
マ
小
田
武
市
マ
中
山

良
夫
マ
中
山
良
吉
マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
漁
協
役
職
員

・
水
産
会
館
職
員
親
睦

コ
ン
ペ
マ
渡
辺
昭
義

〔
八
月
〕

O
北
海
道

マ
厚
岸
町
水
産
業

ゴ
ル
フ
大
会
マ
網
走
鮭
鱒
四
号
定
置
代

表
菊
本

一
夫
マ
鹿
部
漁
協
婦
人
部

O
茨

城
県
マ
波
崎
漁
協
婦
人
部
マ
波
崎
共
栄

漁
協
婦
人
部

O
京
都
府

マ
酒
井
明
久
｜

香
典
返
し

O
兵
庫
県

マ
大
嶋
佑
隆

O
広

島
県

マ
下
中
茂
樹
マ
地
方
協

O
山
口
県

マ
中
村
誠
二

O
長
崎
県

マ
中
山
良
夫
マ

地
方
協

O
大
分
県
マ
山
本
勇
マ
地
方
協

O
熊
本
県
マ
地
方
協

二、一般募金

〔六月〕O青森県マ大山チセ（八
戸市）O宮城県マ横尾祥子（仙台
市青葉区）O埼玉県マ冨元克昌
（越谷市）O茨城県マ匿名（常陸
太田市）O千葉県マ飯村久子（野
田市）マ側ケン工業グループ代表

阿部裕幸（習志野市）O東京都マ
町田幸子（江東区）マ鮒清水弘文

堂書房あん・まくどなるど（千代

田区）マ堂龍育子（練馬区）マ称

念寺（港区）マ東京築地報徳会

給与奨学生 貸与奨学生 平成13年度第 2回採用者

都道府県名 合計 高校生等 高校生等 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 高校生等 大学生等 小計 幼児 小学生 中学生

給与 貸与
大学生等

北海道 8 27 22 33 90 6 10 16 106 2 

青 森 2 3 4 17 26 3 4 7 33 

岩 手 9 4 12 26 4 3 7 33 

宮 城 2 11 11 13 37 2 6 8 45 1 1 

秋 回 1 1 2 2 3 

山 形 1 1 2 5 1 1 6 1 

福 島 3 4 8 16 1 1 17 

次 城 1 1 

千 業 2 4 2 8 8 

東 京 1 2 3 2 2 5 

神奈川 1 

新 潟 1 1 

富 山

石 ！｜｜ 4 4 8 1 1 9 1 4 5 

静 岡 3 3 3 10 1 1 11 1 1 

愛 知 3 3 6 1 1 7 

福 弁 2 3 5 1 1 6 

重 1 1 5 7 1 1 8 

,'s 都 2 2 2 

大 阪 1 1 2 2 

兵 庫 3 5 、9 17 4 4 21 

和歌山 1 6 5 12 12 

4島 取 2 1 2 5 1 1 6 

島 根 7 4 4 16 1 1 17 

岡 山 2 2 2 

広 島 2 2 2 2 4 

山 口 3 8 8 10 29 2 2 4 33 2 2 5 

徳 島 3 4 7 1 2 3 10 

香 ill 2 2 5 2 2 7 

愛 媛 5 1 2 9 2 2 4 13 

高 知 6 7 9 22 22 2 2 

福 同 2 4 6 1 2 3 9 

福岡県有明海

佐賀県玄海 1 1 1 

佐賀県有明海 1 1 2 2 

長 崎 8 13 14 36 6 6 42 

大 分 1 3 7 10 21 1 4 5 26 

熊 本 4 3 1 8 1 1 2 10 

宮 崎 7 5 5 17 1 4 5 22 

鹿児島 2 6 8 16 4 3 7 23 

沖 縄 2 6 5 4 17 1 1 18 

合 百十 26 128 140 209 503 35 66 101 604 2 3 3 7 2 17 

（
中
央
区
）
マ
卸
売
市
場
法
制
定
三
十

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
同
）
マ

梶
浦
富
子
（
杉
並
区
）
マ
匿
名
（
品
川

区）

O
神
奈
川
県

マ
奥
田
晃
司
（
川
崎

市
麻
生
区
）
マ
浜
井
イ
チ
エ
（
横
浜
市

港
北
区
）

O
新
潟
県
マ
能
生
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
西
頚
城
郡
能
生
町
）

O
静

岡
県
マ
加
藤
満
（
富
士
市
）

O
兵
庫
県

マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）

O
岡
山
県
マ
吉

田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨

元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
七
月
〕

O
宮
城
県

マ
高
橋
慶
子
（
石

巻
市
）

O
埼
玉
県
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷

市）

O
千
葉
県
マ
宮
古
水
産
高
校
東
京

同
窓
会
（
流
山
市
）
マ
飯
村
久
子
（
野

田
市
）

O
東
京
都
マ
奉
仕
の
箱
ア

ッ
プ

ル
ク
ラ
ブ
（
北
区
）
マ
嶋
田
洋

一

（多

摩
市
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
関
東
地
方

数

（平成13年度9月末日現在）

生
高比

一子奨別県府道者E

支
部
｜
全
日
海
総
合
政
策
部
経
由
（
港

区
）
マ
松
本
和
義
（
大
田
区
）
マ
全
国

水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
・
第
四

十
八
回
全
国
福
岡
県
大
会
実
行
委
員
会

（
中
央
区
）
マ
石
崎
三
輪
子
（
板
橋
区
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）

O
神
奈
川
県
マ
大

海
原
宏
（
藤
沢
市
）
マ
南
三
千
代
（
厚

木
市
）

O
愛
知
県
マ
中
野
信
一
（
名
古

屋
市
名
東
区
）

O
京
都
府
マ
中
上
清
吾

（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
鳥
取
県
マ
阪
井

光
平
（
米
子
市
）

O
広
島
県

マ
笹
野
理

恵
子
（
因
島
市
）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚

子
（
笠
岡
市
）

O
大
分
県

マ
大
分
海
洋

少
年
団
他
｜
全
日
海
大
分
事
務
所
経
由

（
大
分
市
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
明

（
鹿
児
島
市
）

〔
八
月
〕

O
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
刀
魚

漁
携
通
信
協
会
全
日
海
東
北
地
方
支

寄
付
者
の
南
三
千
代
様
よ
り
、
生
活
に
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
教
之
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
お
試
し
く

だ
さ
い
l

「
生
活
め
ヒ
ン
ト
」

①
バ
ナ
ナ
は
冷
や
し
て
食
べ
よ
う

バ
ナ
ナ
は
南
国
の
果
物
。
冷
蔵
庫
で
冷
や

す
の
は
論
外
と
家
事
評
論
家
は
言
い
ま
す

が
、
冷
や
し
て
食
べ
た
方
が
お
い
し
い
で
す
。

②
菜
っ
葉
類
は
米
ぬ
か
で
洗
お
う

米
ぬ
か
を
大
さ
じ

一
杯
分
入
れ
て
洗
う
と

早
く
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

③
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ワ
イ
パ
ー
に

一
枚
ク
ッ
キ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
る

ワ
イ
パ
ー
部
に
水
と
引
っ
張
り
に
強
い
、

ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
当
て
、
そ
の
上
か

ら
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
ワ
イ
パ
ー
シ
l
ト
を
付
け

る
。
二
枚
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ス
ム
ー
ス
に
掃
除
が
で
き
ま
す
。

部
経
由
（
石
巻
市
）

O
埼
玉
県
マ
高
岡

良
治
（
和
光
市
）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久

子
（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
全
漁
連
平

成
十
三
年
度
入
会
者

一
同
（
千
代
田
区
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）
マ
船
北
洋
は
え
な

わ
さ
し
網
協
会
（
港
区
）

O
愛
知
県
マ

中
野
信

一

（
名
古
屋
市
名
東
区
）

O
京

都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町）

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O

熊
本
県
マ
畠
口
漁
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
高

田
浩
章
（
熊
本
市
）

O
鹿
児
島
県
マ
冨

元
明
（
鹿
児
島
市
）

編

集

後

記

※高校生等には、養護児を含む。

措奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

※平成13年度第2回採用者は内数である。

漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛




